
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て―
原
案
同
意―

令
和
２
年
度
歳
入
歳
出
決
算

　
　

―

原
案
認
定―

全
員
協
議
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

―

原
案
可
決―

令
和
４
年
度
当
初
予
算

　
　

―

原
案
可
決―

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

―

原
案
同
意―

広
域
連
合
議
会
議
員
名
簿

　
　

令
和
４
年
２
月
21
日
現
在

議
長　

黒
木　

高
広（
日
向
市
）

副
議
長 

神
﨑　

千
香
子（
門
川
町
）

議
員　

黒
木　

金
喜（
日
向
市
）

議
員　

小
林　

隆
洋（
日
向
市
）

議
員　

海
野　

誓
生（
日
向
市
）

議
員　

柏
田　

公
和（
日
向
市
）

議
員　

友
石　

司（
日
向
市
）

議
員　

日
髙　

和
広（
日
向
市
）

議
員　

畝
原　

幸
裕（
日
向
市
）

議
員　

水
永　

正
継（
門
川
町
）

議
員　

請
関　

義
人（
門
川
町
）

議
員　

山
本　

文
男（
美
郷
町
）

議
員　

中
嶋　

奈
良
雄（
美
郷
町
）

議
員　

中
田　

政
雄（
諸
塚
村
）

議
員　

甲
斐　

光
徳（
諸
塚
村
）

議
員　

岡
村　

正
司（
椎
葉
村
）

議
員　

椎
葉　

芳
一（
椎
葉
村
）

　
　

構
成
市
町
村
別　

敬
称
略

令
和
３
年
11
月
８
日
（
月
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
議
案

は
２
件
で
し
た
。
な
お
、
一
般
質
問
に

つ
い
て
は
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

公
平
委
員
会
委
員
に
稲
田
利
文
さ

ん
（
日
向
市
公
平
委
員
会
委
員
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。　

　　

令
和
２
年
度
は
、
歳
入
総
額
が
６

億
１
千
１
６
５
万
３
千
円
、
歳
出
総

額
が
５
億
９
千
６
１
２
万
７
千
円
で
、

剰
余
金
の
１
千
５
５
２
万
６
千
円
は

全
額
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

　　

議
会
閉
会
後
、
次
期
最
終
処
分
場

施
設
整
備
計
画
の
現
状
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
、
全
員
協
議
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

最
終
処
分
場
の
用
地
選
定
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
進
め
て
い

く
の
か
、
選
定
の
手
法
、
前
提
条
件
、

一
次
候
補
地
の
抽
出
結
果
に
つ
い
て
、

広
域
連
合
事
務
局
長
が
報
告
し
ま
し

た
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
広

域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
録

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
２
月
21
日
（
月
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
議
案

は
３
件
で
し
た
。
な
お
、
一
般
質
問

に
つ
い
て
は
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

美
郷
町
議
会
の
改
選
に
伴
い
、
新

た
に
２
名
の
議
員
が
広
域
連
合
議
員

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

伴
い
、
常
任
委
員
会
の
選
任
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

斎
場
で
職
員
人
件
費
、
最
終
処
分

場
整
備
事
業
で
出
会
謝
金
及
び
旅
費
、

ご
み
処
理
施
設
で
光
熱
水
費
が
不
足

す
る
た
め
予
算
の
組
替
え
を
行
い
ま

し
た
。

　

歳
入
歳
出
は
６
億
１
千
万
円
で
す
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る

と
、
１
千
８
０
０
万
円
（
２
．９
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、４
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
選
出
監
査
委
員
に
山
本
文
男

議
員
（
美
郷
町
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

広域連合だより広域連合だより
構成市町村

【第 43号】
令和４年３月発行

http://hyuga-kouiki.jp/



　

日
向
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
る
も
の
に
は
、

「
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
焼
却
場
）
か
ら
出
る
焼
却
灰
、
飛
灰
」、「
不

燃
系
処
理
残
渣
（
陶
磁
器
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
金
属
く
ず
等
）」、

「
道
路
側
溝
清
掃
時
に
発
生
す
る
土
砂
」、「
浄
水
場
等
の
施
設
か

ら
発
生
す
る
汚
泥
（
砂
）」、「
土
砂
、
が
れ
き
」
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
等
か
ら
出
た
燃
や
せ
る
ご
み
を
焼
却
し
た
後
に
残
る
「
焼

却
灰
」
が
、
埋
立
物
の
大
半
を
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

な
お
、
事
業
活
動
に
伴
い
生
じ
る
「
産
業
廃
棄
物
」
は
、
法

律
上
「
一
般
廃
棄
物
」
最
終
処
分
場
に
は
持
ち
込
み
が
で
き
な

い
た
め
、
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
放
射
性
廃
棄
物
」
な
ど
を
持
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、
基
本
的
に
全
て
、
産
業
廃
棄

物
の
「
管
理
型
処
分
場
」
と
同
程
度
の
基
準
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
終
処
分
場
に
必
要
な
施
設
と
し
て
、
遮
水
工
（
水

が
漏
れ
だ
さ
な
い
構
造
）
や
浸
出
水
（
埋
立
物
の
あ
い
だ
を
流

れ
て
集
ま
っ
た
水
）
処
理
施
設
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
構
造
は
大
き
く
分
け
て
、
埋
立
地
が
屋
根
で
覆
わ
れ
て

い
な
い
「
オ
ー
プ
ン
型
」
と
屋
根
で
覆
わ
れ
て
い
る
「
被
覆
型
（
ク

ロ
ー
ズ
ド
型
）」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
現
在
使
用
し
て
い
る

日
向
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
オ
ー
プ
ン
型
で
す
。

　

最
終
処
分
場
に
降
っ
た
雨
水
は
、
雨
が
降
っ
た
場
所
に
よ
っ

て
「
浸
出
水
処
理
施
設
」
と
「
防
災
調
整
池
」
の
２
つ
の
行
き

先
に
分
か
れ
ま
す
。

　

埋
立
地
内
の
廃
棄
物
に
触
れ
た
雨
水
（
浸
出
水
）
は
、
底
部

に
あ
る
浸
出
水
集
排
水
管
を
通
っ
て
、「
浸
出
水
処
理
施
設
」
に

送
ら
れ
ま
す
。「
浸
出
水
処
理
施
設
」
は
、
放
流
先
の
水
域
及
び

地
下
水
を
汚
染
し
な
い
こ
と
を
目
的
に
設
置
す
る
も
の
で
、
埋

立
地
の
浸
出
水
を
処
理
し
、
適
正
な
水
質
基
準
値
内
ま
で
浄
化

し
て
か
ら
放
流
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
雨
に
も
対
応
で
き
る
大
容
量
の
調
整
槽
が
あ
り
、

集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
で
も
、
下
流
域
に
未
処
理
の
浸

出
水
を
流
さ
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

埋
立
地
の
周
辺
に
降
っ
た
雨
水
は
、
埋
立
地
の
周
り
に
あ
る

側
溝
に
入
り
、「
防
災
調
整
池
」
に
送
ら
れ
ま
す
。「
防
災
調
整
池
」

は
、
下
流
河
川
等
の
洪
水
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
す
る
も
の
で
、
一
時
貯
留
し
た
後
、
徐
々
に
放
流
し
て
い

き
ま
す
。

市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

埋

立

埋
立
物
に
つ
い
て

構
造
に
つ
い
て

雨
水
の
処
理
①

雨
水
の
処
理
②

埋
立
物
に
つ
い
て

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、
基
本
的
に
全

構
造
に
つ
い
て

構
造
に
つ
い
て

雨
水
の
処
理
①

雨
水
の
処
理
①

雨
水
の
処
理
②

雨
水
の
処
理
②

▲オープン型▲被覆型（クローズド型）

最
終
処
分
場
の
仕
組
み
を
ご
存
じ
で
す
か
？

最
終
処
分
場
の
仕
組
み
を
ご
存
じ
で
す
か
？



　

次
期
広
域
最
終
処
分
場
用
地
選
定
検
討
委
員
会
委
員
（
学
識

経
験
者
や
住
民
代
表
な
ど
）
の
皆
様
が
、
先
進
地
視
察
と
し
て

令
和
３
年
11
月
11
日
に
都
城
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
高

崎
及
び
志
和
池
）
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
視
聴
及
び
概
要
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
各
施
設
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
都
城
市
の
職
員
か
ら
は
、「
高
崎
は
民
家

に
隣
接
し
て
い
る
た
め
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
を
採
用
し
て
い
る
」、

「
遮
水
シ
ー
ト
の
二
重
化
な
ど
に
よ
り
漏
水
を
防
い
で
い
る
」、

「
放
流
水
の
排
水
基
準
は
、
地
元
と
の
協
議
に
よ
り
国
の
基
準

よ
り
厳
し
く
し
て
い
る
」、「
埋
立
終
了
し
た
跡
地
は
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
や
遊
具
広
場
と
し
て
使
っ
て
い
る
」
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　　

令
和
３
年
12
月
16
日
に
第
３
回
用
地
選
定
検
討
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

・
二
次
候
補
地
の
抽
出
結
果

　

一
次
候
補
地
34
か
所
か
ら
、「
立
地
特
性
」「
自
然
環
境
」「
社

会
・
生
活
環
境
」「
防
災
」
の
４
つ
の
視
点
に
基
づ
き
客
観
的

評
価
を
行
い
、
表
１
の
と
お
り
選
定
し
ま
し
た
。

・
三
次
選
定
に
お
け
る
評
価
方
法

　

選
定
し
た
二
次
候
補
地
を
対
象
に
、
現
地
踏
査
の
実
施
、
概

略
施
設
配
置
図
の
作
成
等
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
各
候
補
地
を

比
較
評
価
し
、
３
か
所
程
度
に
絞
り
込
み
を
行
い
ま
す
。

　

評
価
項
目
に
つ
い
て
は
、
二
次
評
価
の
視
点
に
加
え
て
、
新

た
に
「
建
設
適
正
」「
経
済
性
」「
用
地
取
得
の
見
込
み
」
を
設

定
し
、
さ
ら
に
、
公
共
施
設
、
周
辺
民
家
、
水
道
水
源
、
造
成

の
難
易
度
、
地
質
、
概
算
工
事
費
、
用
地
取
得
の
見
込
み
の
７

項
目
に
つ
い
て
は
、
重
み
づ
け
（
重
要
度
の
高
い
項
目
の
配
点

を
高
く
す
る
こ
と
）
を
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
用
地
選
定
検
討
委
員
会
は
３
月
22
日
（
火
）
の
開
催

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
向
東
臼
杵
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
次
期
最
終

処
分
場
整
備
事
業
に
関
す
る
詳
細
の
ほ
か
、
議
会
会
議
録
な
ど

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

都
城
市
一
般
廃
棄
物

　

最
終
処
分
場
の
視
察

第
３
回
用
地
選
定
検
討
委
員
会
で
の

主
な
決
定
事
項

▲
日
向
東
臼
杵
広
域
連
合
Ｈ
Ｐ

次
期
最
終
処
分
場
の
検
討
状
況
を
報
告
し
ま
す

次
期
最
終
処
分
場
の
検
討
状
況
を
報
告
し
ま
す

▲クローズド型（高崎） ▲オープン型（志和池）



　　令和４年度日向東臼杵広域連合
　　　予算が成立しました

令和４年度予算額は６億 1,000 万円、前年度と比較し、1,800 万円 ( 率にして 2.9％) 減少しました。
歳入の主なものは、構成市町村からの分担金で、歳入全体の 84.5％を占めています。
主な増減理由は、分担金については財源調整の結果、前年度比 3.5％増加しました。また、繰入金については、

主に東郷霊苑の基幹的整備事業の完了に伴う基金からの繰入れ減によるものです。
歳出の主なものは、清掃センター（ごみ処理施設費）及び最終処分場費です。
清掃センターは大規模改修工事を含め、5件の維持補修工事を実施します。
また、次期最終処分場（最終処分場費）の建設に向けた基本構想策定及び用地選定業務委託を令和 3 年度から

継続して実施します。

　【編集後記】
　清掃センターの池は、冬の寒い朝に氷が張ることがあります。氷を思いっきり割ることを楽しみにしていたのですが、池全体に
氷が張った日は少なかったように思います。暖かい冬だったからでしょうか。地球温暖化の影響を感じます。将来、氷が張ること
のない朝や霜柱を踏み割ったことがないのが当たり前という時代が来てしまうのでしょうか。（A）

ダイオキシン類等の測定結果をお知らせしますダイオキシン類等の測定結果をお知らせします

※ng（ナノグラム）とは10億分の1ｇのことです。
※TEQ（ティーイーキュー）とは毒性の強さを加味したダイオキシン量の単位です。
※㎥N（立方メートルノルマル）とは、温度が0℃、圧力が1気圧の状態に換算した1㎥を表します。

測定年月日

1号炉：R3.10.15

2 号炉：R3.9.3

今年度の清掃センターの測定結果は、いずれも基準値を大幅に下回っています。
今後も環境に配慮した施設の運営管理に努めます。

使用料及び手数料
28,701千円
 （4.7%）

繰入金
15,301千円
（2.5%）

財産収入
諸収入
国庫支出金
県支出金
寄付金
繰越金
組合債
合　計

21千円
104千円
1千円
1千円
1千円
1千円
1千円

130千円
（0.0％）

議会費
1,073千円
（0.2%）予備費

1,000千円
（0.2%）

総務費
34,507千円
（5.6%）

斎場施設費
88,021千円
（14.4%）

最終処分場費
50,641千円
（8.3%）

公債費
71,156千円
（11.7%）

ごみ処理施設費
363,602千円
（59.6%）

負担金
50.474千円
 （8.3%）

分担金（諸塚村）
30,661千円
 （5.0%）

分担金（椎葉村）
34,361千円
 （5.6%）

分担金（美郷町）
46,623千円 
（7.7%） 分担金（門川町）

124,410千円
（20.4%）

分担金
（日向市）
279,339千円
（45.8%）

分担金
515,394千円
（84.5%）

6億1,000万円

衛生費
502,264 千円 
（82.3％）

歳入
6億1,000万円
歳出


